
＜定義＞

【27】脳梗塞急性期t-PA治療施行率

（分子）急性脳梗塞の退院患者のうち、超急性期脳卒中加算の算定数

（分母）急性脳梗塞の退院患者のうち、血栓溶解療法がなされた患者

＜コメント＞

当院では、急性期脳梗塞患者のうち約10％程度がt-PA静注療法の治療対象となっており、2年連続で施行率100％となっています。更に血栓溶解

が困難な例に対しては、積極的に血栓回収療法を実施しています。

　脳卒中専門医とともに放射線科、検査部が24時間体制で画像、検体検査が可能な体制を組んで迅速な診断と治療方針の決定を行っています。救

急外来から救命センターICU/HCUへ遅滞なく患者さんの搬入が可能な看護体制を取っており、厳重な監視、モニタリングを行いながら安全に治療が進

められています。
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